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介護学生の行事食と郷土料理に対する認知度及び意識調査
A Survey of ceremonial foods and Local Dishes among junior college students
in the care worker course
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図9　郷土料理を作成した場所
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　本研究では、介護福祉を学ぶ学生の行事食と郷土
料理に対する認知度と意識の実態を明らかにする
ため、本学介護福祉学科の学生を対象に調査をおこ
なった。行事食については、全ての対象者に喫食経
験があると考えていたが、喫食経験がない者もわず
かに見られた．これらの学生は、喫食経験はあるが
行事食であると認識していなかったことも考えら
れる。また、食べた場所は家庭が最も多かたこと、祖
父母との同居と喫食経験に関係が見られたことから、
行事食を知り伝承していく上で、家庭の役割および
高齢者との生活が影響してくることが示唆された。
これまでに、正月料理に焦点をあててその継承にか
かわる要因と、継承に影響する世代間の関係を調べ
た研究がなされており、地域などとともに家族類型
も要因として影響していることが明らかにされて
いる。また、良好な世代間交流の形成は正月料理の
継承要因となり、逆に、世代間関係において不満が
ある場合には手作りを止めたいと思う断絶要因に
なっていることも報告されている12・13。各行事に対
して作成される料理や用いられる食材は知っては
いるが、実際に作成する行事食としては年末年始の
ものが多く、これと比較するとその他の行事にっい
ては作成する機会が少ないことが確認された。日本
では、一年を通して決まった時期に毎年繰り返して
行われる年中行事があるが、その中でも正月や大晦
日といった年末年始の行事は他の行事に比べ特別
な行事と認識している者が多いことが推測される。
これまでの研究においても、日本の年中行事の中で
は正月が重視されており、正月料理においては食文
化の継承が行なわれていると考えられている26・2728。
大晦日や正月は一年の締めくくり、または始まりと
いう節目の日であり、また、離れて暮らしていた家
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族員が一堂に会する機会でもあり、貴重な家族の共
食の時間となることもその要因ではないかと考え
られる。今回の調査において、実際に家庭で作成し
ている行事食は正月料理のおせちと答えた者が最
も多かったが、知っている行事食として最も多かっ
た回答は大晦日のそばであった。そばは信州の郷土
料理として代表的なものであることから、本地域の
食文化の特徴が反映されているようで興味深い結
果になっている。郷土料理については、対象者はこ
れまでに授業の一環として触れる機会があったも
のの、詳細な学習をしたわけではないため、再度、知
っている郷土料理の有無についての項目を設けた。
ここでは、全ての学生が少なくとも一っは知ってい
る郷土料理が有るだろうと予測していたが、ないと
答えた者が約26％見られ、作成経験があると答えた
者は半数に止まった。一方、知っている郷土料理が
あると答えた者が作成経験を有している傾向にあり、
また、どこで作成したかという質問に対しては、短
大という回答が最も多いことが示された。食文化の
継承は本来、家庭がその中心的役割を担うべきであ
ると考えられるが、その機能が低下していることが
本調査結果からもうかがえ、これまでに行なわれて
いる調査と同様の傾向にあることが示された。この
ように、食文化の継承における家庭の機能が低下し
ていることは現状であり、食文化の断絶が危惧され
ているところではあるが、多くの家庭が食文化継承
の重要性を意識していることも分かっている29。本
調査においても、約80％の者が介護者として高齢
者の食生活支援を行なう際に、献立に郷土料理を取
り入れたいと考えていることが示された。これらの
ことから、今後、地域や風土に根づいた日本古来の
豊かな食文化を伝承していくためには、学校と地域
社会、そして家庭が連携した取り組を実践していく
ことが有効と考えられる。その実践に向けて具体的
な方策を検討していくことがこれからの課題であ
るが、実際にこのような取り組みが行われ、その成
果も報告されてきている3°。また、学校においては、
実際に調理をするなど実践的に食文化を学んでい
くことで、知識や技術の習得を図り、実生活での実
践に結びつけていくことができると考えられる。そ
こで、対象者が実践的に学べる機会を積極的に設け
ることがこれからの食教育の中では必要と考えら
れる。その機会として、実習や演習は非常に有用で
あると考えられる。本調査結果を踏まえ、今後、食生
活分野の実習内容として行事食や郷土料理を積極
的に取り入れていく必要性が確認された。
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